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１．課題の概要１．課題の概要

　XBRLはコンピュータ処理に主眼を置くものであり、現行のEDINETで採用されている
HTMLのような豊富な表現力は持ち合わせていない。このため、XBRLデータを現行様
式のような複雑なレイアウトで表示することには限界がある。XBRL導入にあたっては、

如何に視覚的情報を提供するかが課題となる。

　EDINETの再構築においては、以下の３つの方式について、データの整合性、表現力、

提出企業への負荷、技術的汎用性の観点から検討を行った。

　（方式①）XBRLデータから汎用的な変換処理で縦覧用データを生成する方式

　（方式②）XBRLデータから金額情報等を抽出して表示用ファイルに埋め込む方式

　（方式③）XBRLデータと併せて現行と同様のHTMLファイルを提出する方式
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２．方式の比較（１）２．方式の比較（１）

方式①方式①
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XBRLデータのみを作成XBRLXBRLデータのみを作成データのみを作成

XBRLデータに加えて、レイアウト及び
XBRLデータとの紐付け情報を設定した表
示用ファイルを作成する必要がある

XBRLXBRLデータに加えて、レイアウト及びデータに加えて、レイアウト及び
XBRLXBRLデータとの紐付け情報を設定した表データとの紐付け情報を設定した表
示用ファイルを作成する必要がある示用ファイルを作成する必要がある
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XBRLデータに加えて現行と同様の
HTMLを作成する必要がある

XBRLXBRLデータに加えて現行と同様のデータに加えて現行と同様の
HTMLHTMLを作成する必要があるを作成する必要がある
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２．方式の比較（２）２．方式の比較（２）

方式① 方式② 方式③

・提出企業は、XBRLデータのみを提出
・システムにて縦覧用データを自動生
成する

・提出企業は、XBRLデータと表示用
ファイルを提出
・システムにて表示用ファイルに基づき
縦覧用データを生成する

・提出企業は、XBRLデータと併せて現
行と同様のHTMLを提出
・HTMLが縦覧用データとなる

デ
ー
タ
の

整
合
性

XBRLデータと縦覧
用データとの整合性

・不整合は発生しない
（XBRLデータがそのまま縦覧用データ
に反映されるため）

・不整合の可能性がある
（金額の埋め込み誤り、勘定科目等は
重複して設定する必要があるため）

・不整合の可能性がある
（XBRLデータとHTMLとを重複作成す
る必要があるため）

現行様式への影響
・技術的に解決できない箇所について
様式変更が必要となる可能性がある

・現行様式を再現可能 ・現行様式を再現可能

縦覧用データの自
由度

・提出企業側で体裁をコントロールでき
ない
・想定外の様式には対応できない可能
性がある

・提出企業側で自由な体裁を作ること
ができる

・提出企業側で自由な体裁を作ること
ができる

表示の事前確認
・最終的な表示を確認するためのツー
ルを提供する必要

・最終的な表示を確認するためのツー
ルを提供する必要

・表示は一般的なツールで確認可能

・XBRLデータの財務情報を作成する
のみ
・提出企業で厳密なXBRLデータの作
成が必要

・XBRLデータの財務情報と体裁を整え
るための表示用ファイルを作成する必
要

・XBRLデータとHTMLの２つの財務情
報を作成する必要

・汎用的な技術を利用している
・HTML、XBRL以外にEDINETの独自
仕様を必要とする

・汎用的な技術を利用している技術的汎用性

方式の概要

様
式
の
表
現
力

方式

提出企業への負荷
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（参考）方式①による再現イメージ（連結貸借対照表）（参考）方式①による再現イメージ（連結貸借対照表）

構成比を併記することはできない。構成比を併記することはできない。構成比を併記することはできない。

項目番号は
表示不可

項目番号項目番号はは
表示不可表示不可

各事業年度において、１列でのみ表示できる。
減価償却累計額等について列を分けて表示することはできない。

各事業年度において、１列でのみ表示できる。各事業年度において、１列でのみ表示できる。
減価償却累計額等について列を分けて表示することはできない。減価償却累計額等について列を分けて表示することはできない。

合計線は所定の位置にのみ引くことができる。合計線は所定の位置にのみ引くことができる。合計線は所定の位置にのみ引くことができる。

合併時に被合併会社情報を
併記することはできない。
同様に、様式を柔軟に変更
することはできない。

合併時に被合併会社情報を合併時に被合併会社情報を
併記することはできない。併記することはできない。
同様に、様式を柔軟に変更同様に、様式を柔軟に変更
することはできない。することはできない。

PDF化した場合等の改ページ位置は、項目数に
依存し提出企業側で指定ができない。

PDFPDF化した場合等の改ページ位置は、項目数に化した場合等の改ページ位置は、項目数に
依存し提出企業側で指定ができない。依存し提出企業側で指定ができない。

提出されたXBRLデータをシステム
で汎用変換して生成される。

提出された提出されたXBRLXBRLデータをシステムデータをシステム
で汎用変換して生成される。で汎用変換して生成される。
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（参考）方式①による再現イメージ（株主資本等変動計算書）（参考）方式①による再現イメージ（株主資本等変動計算書）

株主資本等変動計算書は、縦並び様式でのみ表示可能。
横並び様式では表示できない。

株主資本等変動計算書は、縦並び様式でのみ表示可能。株主資本等変動計算書は、縦並び様式でのみ表示可能。
横並び様式では表示できない。横並び様式では表示できない。

PDF化した場合等の改ページ位置は、項目数に
依存し提出企業側で指定ができない。

PDFPDF化した場合等の改ページ位置は、項目数に化した場合等の改ページ位置は、項目数に
依存し提出企業側で指定ができない。依存し提出企業側で指定ができない。
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（参考）方式②再現イメージ（参考）方式②再現イメージ

<CashAndTimeDeposits>42661</CashAndTimeDeposits>

<NotesAccountReceivable>16104</NotesAccountReceivable>

<MarketableSecurities>664</MarketableSecurities>

<Inventories>46510</Inventories>

<DeferredTaxAssets>9987</DeferredTaxAssets>

<OtherCA>812</OtherCA>

<AllowanceDoubtfulAccount>-154</AllowanceDoubtfulAccount>

<TotalCA>116584</TotalCA>

<BuildingsAndStructures>59985</BuildingsAndStructures>

<AccumulatedDepBAS>-32573</AccumulatedDepBAS>

<BuildingsStructuresNet>27412</BuildingsStructuresNet>

<Land>34096</Land>

<OtherTangibleFA>6305</OtherTangibleFA>

<AccumulatedDepOTFA>-4744</AccumulatedDepOTFA>

<OtherTFANet>1561</OtherTFANet>

<TotalTFA>63069</TotalTFA>

<CashAndTimeDeposits>42661</CashAndTimeDeposits>

<NotesAccountReceivable>16104</NotesAccountReceivable>

<MarketableSecurities>664</MarketableSecurities>

<Inventories>46510</Inventories>

<DeferredTaxAssets>9987</DeferredTaxAssets>

<OtherCA>812</OtherCA>

<AllowanceDoubtfulAccount>-154</AllowanceDoubtfulAccount>

<TotalCA>116584</TotalCA>

<BuildingsAndStructures>59985</BuildingsAndStructures>

<AccumulatedDepBAS>-32573</AccumulatedDepBAS>

<BuildingsStructuresNet>27412</BuildingsStructuresNet>

<Land>34096</Land>

<OtherTangibleFA>6305</OtherTangibleFA>

<AccumulatedDepOTFA>-4744</AccumulatedDepOTFA>

<OtherTFANet>1561</OtherTFANet>

<TotalTFA>63069</TotalTFA>

XBRLデータとは別に、レイアウト及びXBRLデータとの紐
付け情報を設定した表示用ファイルを作成する必要がある。

XBRLXBRLデータとは別に、レイアウト及びデータとは別に、レイアウト及びXBRLXBRLデータとの紐データとの紐
付け情報を設定した表示用ファイルを作成する必要がある。付け情報を設定した表示用ファイルを作成する必要がある。

XBRLの金額情報を表示用ファイルの
該当箇所に埋め込む。

XBRLXBRLの金額情報を表示用ファイルのの金額情報を表示用ファイルの
該当箇所に埋め込む。該当箇所に埋め込む。

勘定科目名等は、XBRLデータに設定されているものと
は別に、表示用ファイルにも設定する必要がある。

勘定科目名等は、勘定科目名等は、XBRLXBRLデータに設定されているものとデータに設定されているものと
は別に、表示用ファイルにも設定する必要がある。は別に、表示用ファイルにも設定する必要がある。

XBRLXBRLデータデータ 表示用ファイル表示用ファイル

XBRLデータから埋め込
み箇所への紐付け情報
を記述する必要がある。

XBRLXBRLデータから埋め込データから埋め込

み箇所への紐付け情報み箇所への紐付け情報
を記述する必要がある。を記述する必要がある。
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（参考）方式③再現イメージ（参考）方式③再現イメージ

XBRLデータに加えて、現行と同様のHTMLファイルの
作成、提出が必要となる。

XBRLXBRLデータに加えて、現行と同様のデータに加えて、現行と同様のHTMLHTMLファイルのファイルの
作成、提出が必要となる。作成、提出が必要となる。


